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Reminiscence: Episode talks about practical research II: 
Creating a learning space that extends from school to 










































































































































































































































































































































　④　2019年　パリ地球子ども広場（Global Kids Square in PARIS）公演を実施
　　日本・フランス・ブルキナファソの子どもたちが，地球子ども広場（Global Kids 
Square）活動としてパリ公演を行い，世界の気候変動問題に対して「パリ子ども
宣言」を行った。
　世界との交流が広がるほど，自らの地域や日本のことを学ぶ必要があり，UR団地
で実施していたジオラマを使った SDGs教育「西山っ子地球子ども広場」を開始し
た。
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　しかし，４年間の大学と URとの契約が終わり，ジオラマを半分に縮小して，椙山
女学園大学内の EX棟207号室の部屋で，活動を開始した。そこには，椙山こども園
の子どもたちの参加があり，学び合いを継続することができた。さらに，高学年用の
ジオラマ作成を行った。
　しかし，2020年度はコロナ禍により，子どもたちが来られないという事態になっ
たのである。
⑹　オンライン上の学びの空間「スタディサプリ」と「ジオラマワンダールーム」
　新型コロナの状況の中で，注目されているのがオンラインを使った学びである。実
は，椙山女学園大学では，オンライン上で学べるリクルートマーケティングパート
ナーズ社（代表取締役社長山口文洋）のスタディサプリに注目して，2015年から宇
土ゼミを中心に実験的に取り組んだのである。教職試験の対策と同時に，反転授業や
ケースメソッドのアクティブラーニングなど ICTを使った授業力の向上もめざし実
施していたのである。それは，導入の前に，山口氏と話す機会があり，単なる企業利
益だけではなく，教育による格差是正などをめざしており，日本だけではなく，開発
途上国も含め世界的に展開しようとしていることを聞き，個人の学びと集団としての
大学の学びの中間地帯として，ピアサポートの場を活かした学習システムづくりをめ
ざして導入することにしたのである。そして，現在まで継続して実施しており，今年
度はコロナ禍の中で，大学にも来ることができず教職試験も不安視していた学生に対
して，教職試験に合格した学生の体験談なども取り入れ，毎週，Zoom学習会を継続
している。
　このオンラインを使った学びは，山口氏の時代を見越した取り組みにより，今年の
コロナ状況の中では，たいへんな成果を示しており，これからの一つの学びのあり方
と言える。
　このオンラインでのスタディサプリの学びは，大陸間水・気候変動教育プログラム
にも応用された。フランスやブルキナファソとの大陸間プロジェクトでは，むしろ日
本の現状をよく調べ，理解し，発表しなければならない。日本の水事情を世界に知ら
せるために，学生はショートストーリーの劇を創り，それをクロマキーの映像技術
で，まるでその現場に行ったような映像を作ったのである。このショートストーリー
の内容を創る学びのもとになったのがスタディサプリである。
　そして，今年のコロナの状況により，ジオラマプロジェクトも更なる変革を求めら
れたのである。
　ジオラマは，ジオラマのある特定の場所に来なければ見たり，動かしたりできなかっ
たが，現在，ジオラマワンダールームプロジェクトとして，水・気候変動問題，交通
問題，街づくり，歴史的保存，自然災害対策，国際交流，租税教育など SDGs教育と
関連させて，これらの事象に付与した QRコードを媒介に，世界との交流も含めた遠
隔授業での探究活動を行うための学びのシステムの開発研究を行っている。これに
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よって，このジオラマのある部屋に来なくても，ジオラマを使った学び合いができる
のである。実験段階が終わり，動画撮影に耐えうるようにジオラマのクォリティーを
上げた低学年用と高学年用の２つのジオラマを制作している。これによって，幼稚園
やこども園，小学校，大学の授業，さらに海外にまで配信できることになるのである。
おわりに
　コロナ禍の中で，人々の生活様式は大きく変わろうとしている。学びの世界は，オ
ンラインによる方法で実施されるようになった。ただ，今の方法では，以前から教育
改革の対象とされた知識伝達型の学習に戻ってきているように思われる。
　この事態では，人々は直接出会うことはできず，オンライン上で教師の話や提示さ
れる映像を見聞きして，個人の中に知識を入れていく。せいぜいよくても，オンライ
ン上に参加してグループ討議を行ったり，チャットなどで自分の意見を書き込んだり
しながら，学習をしていくことになる。
　これに対して，体験的な学びを行いつつ，人々がつながり合い，学び合う方法を見
つけていくことは重要であると考える。そのとき，これまでやってきた方法を合わせ
たり，進化させたりといろいろな可能性が生じてきていると思う。
　例えば，一人一人が具体的にジオラマのパートを作るとその作成過程において，他
のパートを作った人との難しかった点や助言などしあいながら体験的な活動ができ，
そのパートを映像化し，大きなジオラマにしていくのである。それでは，映像のゲー
ムでやっているものでいいのではないかとなるが，そもそもジオラマなど半具体物を
作成するのは，子どもたちにとって映像だけの世界では，実際の社会の実像と映像の
世界の区別がつかなくなり，リアリティを喪失してしまうので，子どもたちの発達段
階では，実物と映像のバーチャルリアリティの間にハンズオンでき，操作できる具体
物を介在させる役割もあるのである。
　おそらく更なる ICTや映像技術の進歩があると思われるが，常に，郷土で体験し
た具体的なものとの触れ合いは自分の身近な世界で，家庭や地域で行いながら，それ
をサイバー空間など ICTの技術でつなぎながら，地域と地球社会を考え，行動して
いく学びの世界が求められると考える。その中での出会いでも，それぞれの文化や物
事の進め方などの相違があり，その異文化接触に対するマナーづくりも求められると
思われる。
　自分の中では，第１の転換点である郷土から東京への移動も，第２の転換点ニュー
ヨークの生活も，第３の転換点アフリカとの出会いも，最初は未知なるものへの対応
であった。今回の新型コロナ（COVID-19）は，個人史を越える人類全体への転換点
となるであろうと思う。
　どのような事態になったとしても，人類の根源的な問いと人類が築いてきた歴史的
叡智を忘れずに，新たな学びの世界が開かれていくことを願いたい。
